
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
４
施
設

十
石
堀
や
見
沼
代
用
水
な
ど

「
３
県
連
携
で
集
客
増
を
」

和
歌
山
県
　

東
京
で
観
光
説
明
会

静岡県

東京で観光大商談会

春のＤＣ　宿泊客は７％増

９
月
か
ら
観
光
プ
ロ
モ

山
梨
県
　

秘
仏
の
特
別
公
開
な
ど


年
観
光
客
は

万
人

福
島
県
　

震
災
前
に
は
届
か
ず

月
あ
か
り
花
回
廊

節
目
の
第

章
に

鬼
怒
川
・
川
治

〈〉

体験教育企画社長　藤澤　安良

全
国
教
育
民
泊
協
会
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見
沼
通
船
堀
で
毎
年
行
わ
れ
る
実
演

　
農
林
水
産
省
は
４
日
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
農

業
用
水
施
設
を
登
録
す
る
「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺

産
」
に
茨
城
県
北
茨
城
市
の
「
十
石
堀
」
な
ど
４
施

設
が
選
ば
れ
た
と
発
表
し
た
。
国
内
の
登
録
は
こ
れ

で
計

施
設
と
な
っ
た
。
地
味
な
印
象
は
拭
え
な
い

が
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
動
き
も
あ
る
。

和
歌
山
の
魅
力
を
伝
え
る
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ブ
ッ
ク

　　　秘仏を特別公開する甲斐善光寺

　
栃
木
県
の
日
光
市
観
光
協

会
に
よ
る
と
、
鬼
怒
川
・
川

治
温
泉
の
イ
ベ
ン
ト
「
月
あ

か
り
花
回
廊
」
（
９
月

日

～

月
７
日
、
鬼
怒
川
公
園

内
）
が
今
年
、
節
目
の
第


章
を
迎
え
る
。
イ
ベ
ン
ト
は


回
目
だ
が
、
序
章
か
ら
始

ま
っ
た
た
め
、
第

章
と
な

る
。

　
幻
想
的
で
あ
た
た
か
な
灯

り
と
、
自
然
と
景
観
を
大
切

に
し
た
花
や
草
木
を
基
調
と

し
た
演
出
、
野
点
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
を
用
意
し
て
観
光

客
を
迎
え
る
。
鬼
怒
川
温
泉

街
と
会
場
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
も
運
行
さ
れ
る
。

　
福
島
県
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
「
観
光
客
入
込
状
況
」

に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年
は

５
６
３
３
万
６
千
人
（
前
年

比
３
・
４
％
増
）
と
な
り
、

東
日
本
大
震
災
後
の
最
多
を

記
録
し
た
。
し
か
し
、

年

対
比
で
は

・
５
％
の
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
３
方
部
で
は
、
中
通
り
が

２
５
７
５
万
１
千
人
（
同
６

・
１
％
増
）
、
会
津
が
１
９

５
１
万
７
千
人
（
同
１
・
５

％
増
）
、
浜
通
り
は
１
１
０

６
万
８
千
人
（
同
０
・
５
％

増
）
で
、
い
ず
れ
も
前
年
よ

り
増
加
し
た
。

　
種
目
別
に
み
る
と
、
道
の

駅
な
ど
を
含
む
「
そ
の
他
」

が
１
４
１
０
万
９
千
人
（
同


・
７
％
増
）
で
全
体
の


・
１
％
を
占
め
、
次
い
で

「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
の
１
０
０
７
万
６

千
人
（
同
０
・
５
％
増
）
、

「
歴
史
・
文
化
」
の
９
３
５

万
人
（
同
１
・
１
％
減
）
の

順
。

　
入
込
数
の
多
い
観
光
地
ベ

ス
ト
３
は
、
１
位
が
磐
梯
高

原
（
北
塩
原
村
）
の
２
１
３

万
人
、
２
位
あ
づ
ま
総
合
運

動
公
園
（
福
島
市
）
１
７
９

万
人
、
３
位
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ（
い
わ
き
市
）

１
７
６
万
人
。

　
種
目
別
の「
温
泉
・
健
康
」

の
ベ
ス
ト
３
は
、
１
位
飯
坂

温
泉
（
福
島
市
）
の

万
３

千
人
、
２
位
磐
梯
熱
海
温
泉

（
郡
山
市
）

万
５
千
人
、

３
位
東
山
温
泉
（
会
津
若
松

市
）

万
２
千
人
。

　
農
水
省
に
よ
る
と
、
国
際

か
ん
が
い
排
水
委
員
会
（
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｄ
、
本
部
・
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
）
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
で
４
日
開
い
た
国
際
執

行
理
事
会
で
決
ま
っ
た
。

　
登
録
さ
れ
た
の
は
十
石
堀

の
ほ
か
、
見
沼
代
用
水
（
埼

玉
県
行
田
市
、
羽
生
市
、
加

須
市
、
鴻
巣
市
、
久
喜
市
、

桶
川
市
、上
尾
市
、蓮
田
市
、

白
岡
市
、
春
日
部
市
、
さ
い

た
ま
市
、越
谷
市
、川
口
市
、

草
加
市
、戸
田
市
、伊
奈
町
、

宮
代
町
）
、
倉
安
川
・
百
間

川
か
ん
が
い
排
水
施
設
群

（
岡
山
市
）
、
菊
池
の
か
ん

が
い
用
水
群
（
熊
本
県
菊
池

市
）
。

　
見
沼
代
用
水
は
利
根
川
か

ら
取
水
し
、
県
東
部
か
ら
南

部
の
水
田
地
帯
を
流
れ
る
か

ん
が
い
用
水
。
コ
メ
の
収
穫

向
上
な
ど
の
た
め
、
徳
川
吉

宗
の
命
を
受
け
た「
紀
州
流
」

の
治
水
学
者
・
井
沢
弥
惣
兵

衛
為
永
が
築
造
し
、
１
７
２

８
年
に
完
成
し
た
。

　
幹
線
延
長
は
約

㌔
で
、

か
ん
が
い
面
積
約
１
万
㌶
の

広
大
な
農
地
に
用
水
を
提
供

す
る
関
東
平
野
最
大
の
農
業

用
水
と
い
わ
れ
る
。
閘
門

こ
う
も
ん

を
使
っ
て
水
位
を
調
整
す
る
閘

門
式
運
河
「
通
船
堀
」
は
歴

史
的
・
文
化
的
価
値
が
高
い

こ
と
か
ら
１
９
８
２
年
に
国

指
定
史
跡
に
。
ま
た
、
２
０

０
６
年
に
は
農
水
省
の
疏
水

百
選
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
。

　
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

は
建
設
か
ら
１
０
０
年
以
上

が
経
過
し
た
た
め
池
や
水

路
、
堰せ

き

、
古
い
水
車
な
ど
が

対
象
。
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
国
内
委
員

会
（
事
務
局
・
農
水
省
農
村

振
興
局
整
備
部
設
計
課
）
が

５
月
に
４
施
設
を
候
補
に
選

定
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
和
歌
山
県
と
県
観
光
連
盟

は
３
日
、
東
京
都
内
で
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
説
明
会
・

交
流
会
「
和
み
わ
か
や
ま
　

東
京
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
２
０
１

９
」
を
開
催
。
旅
行
会
社
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
ら
約
３
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　
第
１
部
の
説
明
会
冒
頭
で

あ
い
さ
つ
し
た
中
島
寛
和
・

県
観
光
連
盟
専
務
理
事
（
県

観
光
局
長
）
は
「
今
年
は

『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
』
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て

周
年
に
当
た
る
記
念

の
年
だ
。
奈
良
、
三
重
と
の

３
県
連
携
事
業
を
実
施
し

て
、
集
客
増
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
各
種
施
策
を
説

明
し
た
。

　
主
な
記
念
事
業
と
し
て
、

金
剛
峰
寺
「
奥
殿
」
特
別
公

開
や
、
那
智
の
滝
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
参
詣
道
な
ど
で
の

ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
紹
介

さ
れ
た
。
ま
た
、
送
客
へ
の

仕
掛
け
と
し
て
、
県
内
宿
泊

施
設
へ
２
泊
以
上
す
る
宿
泊

者
を
対
象
と
し
た
「

万
円

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
実
施
や
、
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
旅
行
商
品
に

対
す
る
「

周
年
記
念
手
ぬ

ぐ
い
」
の
協
賛
も
行
う
。
記

念
事
業
の
実
施
期
間
は

月

か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
の
半

年
間
。

　
説
明
会
後
半
に
は
、
高
野

山
金
剛
峰
寺
の
宗
務
総
長
公

室
長
の
山
口
文
章
氏
が
「
究

極
の
聖
地
高
野
山
～
い
ま
聖

地
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

～
」
と
題
し
て
特
別
講
演
。

欧
米
豪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

行
者
が
多
い
近
年
の
高
野
山

訪
問
者
の
属
性
な
ど
を
解
説

し
た
ほ
か
、
高
野
山
に
伝
わ

る
瞑
想
法
「
阿
字
観
」
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
２
部
の
交
流
会
で
は
県
産

食
材
（
熊
野
牛
、
紀
州
う
め

ぶ
た
、
紀
州
梅
な
ど
）
を
使

っ
た
料
理
や
梅
酒
が
用
意
さ

れ
た
ほ
か
、
県
内
市
町
村
の

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
、
参
加
者
に
和
歌
山
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
世
界
遺
産
登

録

周
年
を
契
機
に
さ
ら
な

る
魅
力
を
発
信
す
る
べ
く
発

足
し
た
「
高
野
山
・
熊
野
を

愛
す
る
１
０
０
人
の
会
」
の

設
立
が
仁
坂
吉
伸
知
事
か
ら

発
表
さ
れ
、
同
会
の
賛
同
メ

ン
バ
ー
を
代
表
し
て
、
濱
口

道
雄
氏
（
ヤ
マ
サ
醤
油

し
ょ
う
ゆ


代

当
主
）
、
デ
ュ
ー
ク
更
家
氏

（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ド
ク
タ

ー
）
、
夢
枕
獏
氏
（
作
家
）

ら
が
登
壇
し
、
和
歌
山
の
魅

力
を
述
べ
た
。

　
山
梨
県
と
や
ま
な
し
観
光

推
進
機
構
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
八

王
子
支
社
は
９
～

月
の
３

カ
月
間
に
わ
た
り
、
「
富
士

の
国
や
ま
な
し
～
風
林
火
山

５
０
０
年
の
時
を
越
え
て

～
」
と
題
し
て
、
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

秘
仏
の
特
別
公
開
や
臨
時
列

車
の
運
行
、
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
を
通
し
て
山
梨
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
、
誘
客
に
つ
な

げ
る
。

　
８
月

日
に
は
Ｊ
Ｒ
上
野

駅
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
。
県
内
の
中
央

線
の
各
駅
長
が
乗
降
客
ら
に

ノ
ベ
ル
テ
ィ
な
ど
を
配
っ

た
。
ま
た
、
県
産
品
の
販
売

や
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
や
ま

な
し
産
直
市
」も
実
施
し
た
。

　
今
年
は
こ
う
ふ
開
府
５
０

０
年
に
当
た
る
。
こ
れ
を
記

念
し
て
９
月

日
か
ら

月


日
ま
で
、
甲
斐
善
光
寺
の

秘
仏
「
峯
薬
師
」
を
特
別
公

開
す
る
。

　
山
梨
は
約

社
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
集
ま
る
、
日
本
を
代

表
す
る
ワ
イ
ン
の
産
地
。
そ

の
ワ
イ
ン
を
堪
能
し
て
も
ら

お
う
と
、

月
９
～

日
に

は
「
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

ま
な
し
２
０
１
９
秋
」
を
実

施
す
る
。
専
用
バ
ス
を
循
環

さ
せ
、
現
地
を
散
策
し
な
が

ら
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

月

、


日
に
は
新
酒
ワ
イ
ン
が
勢
ぞ

ろ
い
す
る
「
山
梨
ヌ
ー
ボ
ー

ま
つ
り
２
０
１
９
」
が
甲
府

市
の
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
る
。

　
石
和
や
下
部
、
富
士
河
口

湖
な
ど
温
泉
地
も
充
実
し
て

い
る
が
、
び
ゅ
う
旅
行
商
品

で
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
山
梨
・
多
摩

支
部
と
連
携
し
、

月
１
日

～

月

日
に
Ｊ
Ｒ
＋
宿
泊

コ
ー
ス
で
県
内
を
訪
れ
た
人

に
、
宿
泊
施
設
の
館
内
利
用

券
を
１
人
５
０
０
円
分
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
。

　
静
岡
県
は
４
日
、
「
ふ
じ

の
く
に
　
静
岡
観
光
大
商
談

会
　
ｉ
ｎ
東
京
」
を
ハ
イ
ア

ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

で
開
い
た
。
旅
行
会
社
や
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
約
１
６
０
人

が
出
席
。
県
内
施
設
・
市
町

村
団
体
か
ら
は
約
１
５
０
人

が
出
席
し
、
観
光
説
明
会
と

個
別
商
談
会
を
実
施
し
た
。

　
県
文
化
・
観
光
部
観
光
交

流
局
観
光
振
興
課
の
佐
野
博

之
課
長
＝
写
真
＝
は
冒
頭
あ

い
さ
つ
で
、
今
年
４
月
か
ら

６
月
末
ま
で
実
施
し
た
静
岡

Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
結
果

数
値
に
つ
い
て
報
告
。
県
内

１
０
４
の
観
光
施
設
等
の
入

込
客
数
が
前
年
比
１
１
０
％

（
前
々
年
比
１
０
９
％
）で
、

県
内
１
２
７
の
宿
泊
施
設
の

宿
泊
客
数
が
前
年
比
１
０
７

％
（
前
々
年
比
１
０
８
％
）

だ
っ
た
と
し
、「
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
よ
り
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
ま
た
Ｊ
Ｒ
東
海
営
業
本
部

観
光
開
発
グ
ル
ー
プ
の
牧
口

哲
也
副
長
が
「
静
岡
Ｄ
Ｃ
振

り
返
り
　
ア
フ
タ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
向
け
て
」
と
題
し

て
、
静
岡
Ｄ
Ｃ
期
間
に
お
け

る
Ｊ
Ｒ
関
連
の
旅
行
商
品
実

績
な
ど
を
発
表
し
た
。
東
海

道
新
幹
線
を
利
用
し
た
旅
行

商
品
は
前
年
比
１
５
２
％
。

内
訳
は
、
首
都
圏
発
が
同
１

４
８
％
、
中
部
発
が
同
１
２

４
％
、
関
西
発
が
同
１
７
１

％
と
し
た
。
び
ゅ
う
旅
行
商

品
に
つ
い
て
は
同
１
０
９
％

と
し
た
。
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
の

実
績
も
報
告
。
「
ふ
じ
の
く

に
家
康
公
き
っ
ぷ
」
は
前
年

比
１
８
２
％
、
「
南
伊
豆
フ

リ
ー
乗
車
券
」
は
前
年
比
１

１
１
％
だ
っ
た
と
話
し
た
。

　
観
光
説
明
会
で
は
、
静
岡

Ｄ
Ｃ
地
域
部
会
（
伊
豆
・
富

士
・
中
部
・
中
東
遠
・
西
部
）

が
、
「
静
岡
Ｄ
Ｃ
ア
フ
タ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
た
商

品
企
画
の
ご
案
内
」
と
題
し

て
、
来
年
４
月
か
ら
６
月
末

に
実
施
さ
れ
る
ア
フ
タ
ー
Ｄ

Ｃ
で
の
「
イ
チ
オ
シ
企
画

（
旅
行
商
品
素
材
）
」
を
細

か
く
紹
介
し
た
。

　
香
港
や
韓
国
が
政
情
不
安
定

な
時
に
あ
っ
て
、
日
本
で
は
台

風

号
と

号
の
影
響
も
あ

り
、
停
滞
す
る
線
状
降
雨
帯
が

全
国
各
地
で
頻
繁
に
大
雨
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
両
台
風

の
隙
間
を
縫
っ
て
９
月
７
日
、

高
知
県
四
万
十
市
で
、
全
国
各

地
か
ら
約

人
が
参
加
し
、

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
併
せ
て
「
全
国
教

育
民
泊
協
会
」
の
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
教
育
旅
行
で
の
民
泊
は
１
９

９
８
年
に
南
信
州
か
ら
始
ま
っ

た
。

年
の
歳
月
を
経
て
現
在

で
は
そ
の
教
育
効
果
の
理
解
が

進
み
、
市
場
は
生
徒
の
減
少
が

進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
広

く
学
校
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
と
り
わ
け
、
私
立
の
学

校
行
事
に
、
学
校
の
存
在
価
値

や
人
間
力
向
上
を
狙
い
教
育
民

泊
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

　
昨
年
６
月

日
に
施
行
さ
れ

た
民
泊
新
法
の
空
き
部
屋
貸
し

と
は
全
く
異
な
る
理
念
や
目
的

で
あ
る
。
教
育
効
果
が
高
く
、

安
心
安
全
な
受
け
入
れ
地
を
目

指
し
、
メ
ン
バ
ー
相
互
で
情
報

交
換
を
活
発
に
行
い
、
担
い
手

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
の
教

育
研
修
を
実
施
。
次
代
を
担
う

青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献
し
、

交
流
人
口
拡
大
や
地
域
振
興
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　
会
議
で
は
課
題
と
対
策
の
情

報
共
有
と
し
て
、①
安
全
対
策
、

危
機
管
理
、
法
令
遵
守
の
受
け

入
れ
態
勢
整
備
②
増
え
続
け
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
田
舎
へ
の
誘

客
推
進
と
対
応
に
つ
い
て
③
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
動
向
（
私
立
大
規

模
校
の
拡
大
、
新
学
習
指
導
要

領
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
の
提

案
、
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
教
育
現
場
へ
の
提
案
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
主
権
者
教
育
な
ど

教
育
課
題
の
解
決
の
た
め
の
提

案
）
④
企
業
研
修
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

推
進
に
つ
い
て
（
潜
在
的
な
ニ

ー
ズ
は
存
在
す
る
が
、
企
業
研

修
会
社
も
法
人
旅
行
会
社
も
、

体
験
教
育
の
教
育
効
果
と
そ
の

有
効
性
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い
。
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
が
残
念
な
が
ら
旅
行

業
界
は
気
付
い
て
い
な
い
。
受

け
入
れ
側
か
ら
の
企
画
提
案
が

必
要
と
な
る
）
⑤
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
一
般
客
に
売
る
手
法
⑥

宿
泊
施
設
の
目
的
提
案
と
し
て

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
宿
泊
を
組

み
合
わ
せ
た
宿
泊
パ
ッ
ク
の
推

進
⑦
教
育
民
泊
の
受
け
入
れ
家

庭
の
拡
大
と
、
受
け
入
れ
頻
度

お
よ
び
受
け
入
れ
確
率
の
ア
ベ

レ
ー
ジ
向
上
―
な
ど
４
時
間
に

わ
た
っ
て
活
発
な
議
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　
会
議
の
後
の
情
報
交
換
会
で

は
、
地
元
の
幡
多
広
域
観
光
協

議
会
の
会
員
で
あ
る
関
係
自
治

体
の
正
副
市
町
村
長
や
観
光
関

係
部
署
な
ど
の
参
加
が
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
体
験
型
観
光
は
人
口
減
少
が

著
し
い
地
方
に
と
っ
て
、
交
流

人
口
拡
大
に
よ
る
経
済
効
果
と

精
神
効
果
を
得
ら
れ
る
総
合
地

域
活
性
化
産
業
で
あ
る
と
の
認

識
で
一
致
し
て
お
り
、
参
加
者

は
成
功
事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
、
多
く
の
課
題
に
立
ち
向
か

う
地
域
で
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
意
欲
と
勇
気
を
得
る
機
会
と

な
っ
た
。

　
次
回
の
総
会
と
全
国
ほ
ん
も

の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
来
年
３

月

日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で

長
野
県
飯
田
市
を
中
心
に
南
信

州
広
域
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
千
人
を
超
え
る
参
加
者
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。




